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“日本金属学会創立の裏話”という記事は，金属学会が創

立されて25年後の1964年に掲載されています．現在から遡

って約55年以上も前の記事になりますね．筆者はまだこの

世に生を受けた直後であり，全く想像もつかない大昔となり

ます．ちょうど日本が高度成長期に入り，東京オリンピック

が開催されたのが1964年，その前年には東海道新幹線が開

通しています．ちなみに，開通当時の新幹線は，東京―新大

阪間を 4 時間で結んでいました．今は，のぞみを使って 2

時間40分ですね．本誌も「まてりあ」という名称は用いら

れておらず，「日本金属学会会報」というストレートな名称

で当時の会員の手元に届けられていました．さて，タイトル

にある通り，この記事は金属学会が創立されるまでの裏話を

当時を知る関係者(記事が掲載された時点から25年前という

ことですね)が集まり，座談会形式で語った内容がまとめら

れています．非常に興味深い話を聞くことができます．記事

が掲載されたのは，金属学会が創立されて25年目という節

目に掲載されています．当時も編集委員会があったことと思

いますが，その委員会でこの座談会が企画されたのでしょう

か．この記事は座談会形式ですから会話調の内容が続きま

す．冒頭に，“25年前の生きた歴史の方々が，わざわざお集

まりくださいまして，ありがとうございます”という司会の

方の言葉で始まっているのが，なんともほほえましく感じら

れます．この記事が掲載された時点で，すでに金属学会創立

を懐かしむ時であったのだろうと思います．会話の節々にそ

の雰囲気が現れています．創立から25年ですから創立当時

に活躍されていたであろう先生がご逝去されている内容など

も出てきます．読み進んでいきますと，日本鉱業会という学

会が工学関係の学会でもっとも古い学会らしく，機械学会や

電気学会はこの日本鉱業会から分岐して設立されてきた，と

いうような話も出てきます．また，創立が簡単に進んだわけ

ではなく，紆余曲折があったことが伺えます．おそらくこの

経緯を知っている先生の提案が，この記事を組む切っ掛けと

なったのではないかな，とも想像されます．全部で 6 頁の

記事なので内容の面白さも加えて，一気に読み進めることが

できます．もし，この座談会に参加されている先生方のご関

係者がこの記事を読むと，その当時の情景が蘇ることと思い

ます．そんな読者の方もいらっしゃるのではないでしょうか．

この機会に，ぜひ，ご一読を
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